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　第９０回全国高校サッカー選手権県大会最

終日は１１月２３日、県民総合運動公園陸上

競技場で決勝を行い、ルーテルが延長戦の末

に１－０で秀岳館を振り切り、２年ぶり３度

目の優勝を飾った。

　互いに決定機を生かせず１点を争う展開。

後半終了間際には秀岳館がペナルティーエ

リア内で間接ＦＫを得る絶好機を迎えたが、

ゴールを割れなかった。均衡が破れたのは延

長戦の前半９分、ルーテルのＦＷ伊藤卓が

ゴール前でパスを受け、左足で決勝点を奪っ

た。１８年ぶりに決勝に進み、初優勝を狙っ

た秀岳館は再三ゴール前に迫ったが、ルーテ

ルの堅い守備を崩せなかった。

　全国大会は１２月３０日に首都圏で開幕。

ルーテルは同３１日に埼玉スタジアムである

１回戦で静岡県代表の清水商と対戦する。（熊

本日日新聞より転載）

賛助団体会員

全国高校サッカー選手権県大会

ルーテル ２年ぶり全国切符

KFAnews
熊本県サッカー協会広報誌

【決勝・秀岳館－ルーテル】延長前半９分、伊藤（左から２人目）が先制ゴールを決め、喜ぶルーテルの選手たち＝県民総合運動公園陸上競技場   ２面に詳報

4、5 面に会長、各種委員長のあいさつ
おおもり病院　阿蘇の司 ビラパークホテル　NPO 法人ブレイズ熊本サッカークラブ　
おべんとうのヒライ　株式会社 昌和機械工業所　株式会社 瑞恵　
株式会社 クーバー ･ コーチング ･ ジャパン　JTB 九州熊本支店
スキルアップスクール　Boston トレーディング株式会社



KFA NEWS2 Kumamoto Football Association 社団法人 熊本県サッカー協会 KFA NEWS

TOPIC
全国高校選手権

２位秀岳館　３位大津､ 国府

この広報紙は、

スポーツ振興くじ助成金を受けて

実施しています



KFA NEWS KFA NEWSKumamoto Football Association 社団法人 熊本県サッカー協会 3

Category

１
学生

県大学リーグ

東海大九州 無敗でＶ

熊本学園大が制す
県学生サッカーリーグ
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　新年あけましておめでとうございます。

　２０１２年はロンドン・オリンピックイヤーです。女子の「なで

しこジャパン」はすでに、出場権をつかんでいますし、男子の「Ｕ

―２２」もアジア予選を順調に勝ち抜いていますので、年明け早々

にも出場権を手にしてくれると思います。みんなでロンドン・オリ

ンピックを応援したいものです。　

　さて、熊本県協会は１種の社会人、大学から４種の小学、さらに、

女子、シニア、フットサルそしてキッズとそれぞれのカテゴリーで、

年間を通して意欲的に活動をしてもらっています。宇城のＪＦＡア

カデミーも４期生を迎えます。つまり、１期生が卒業を迎えます。

彼らの新しい環境でのさらなる前進を期待したいと思います。

　昨年は県内で１月に女子の「Ｕ―１８」、９月に「ビーチサッカー」、

１０月に「ねんりんピック」と全国大会があいつぎ開催され、関係

者の皆さまにご苦労をおかけしました。今年は特に大きな大会は予

定されていませんが、こういう年は競技団体の基本的部分としての、

競技力の向上に力を注ぐべきだと思います。私がサッカーに関係し

て６年目を迎えますが、強化に関してまず耳にするのが “ トレセン ”

の言葉。もちろん “ トレセン ” の成果、意味合いを否定するもので

はありませんが、「錦の御旗」ではなく、もう少し視点を変えて “ ト

レセン ” を考えてもらいたいと思います。つまり、どのチームにも

個性が求められるように、指導者の個性、選手達の個性がもっと輝

いて欲しいと思います。

　それらがまとまれば、熊本の個性、熊本の力につながり、それぞ

れのカテゴリーが高い目標を掲げて理屈抜きに取り組む事が、新し

いパワーとなって行くと思います。国体の出場権獲得に強化の現場

は自分の立場を賭してもらいたい。それは、県民が支援するロアッ

ソ熊本も例外ではありません。Ｊ１昇格実現に、社長やＧＭは今年

に自己の職を賭す覚悟で今シーズンに臨んでもらいたい。なぜなら

ロアッソはプロチームだから。

　県協会は昨年末、「ｔｏｔｏ」の支援でマイクロバスを購入しま

した。利用法についての詳細は県協会におたずね下さい。いずれに

しても熊本県サッカー界の、前進、飛躍に役立ててもらいたいと思

います。今年の県体は菊池郡市にお世話になります。今年もみんな

で力を合わせて頑張りましょう。

競技力向上に注力を ( 社 ) 県サッカー協会 会長　井  薫

 

謹んで新年のご挨拶申し上げます。

 昨年は、サッカー協会・社会人部会に対

しまして、ご支援、ご理解を頂きましたこ

と、 誠にありがとうございました。1 年生

の部会長としての私を、支えて頂きました

皆様方にも、心から感謝申し上げます。

 昨年は、社会人選手権・ＮＨＫ杯を熊本

教員蹴友団が、クラブ選手権をＷｅｌｌ

‐ Ｂ熊本が制して、九州・全国大会で活

躍しました。今後も、更なる飛躍を期待し

ております。

 年末に第 35 回県リーグ１部で優勝した熊

本教員蹴友団は、新年早々、宮崎県で開催

される九州各県リーグ決勝大会に昇格を懸

けて臨みます。

 当部会の本年の目標は、現在参加チーム

が在籍していない、九州サッカーリーグへ

の参戦と、 ここ数年出場出来ていない本国

体への出場権獲得です。

 また、平成 11 年の 193 チームを最高に、

年々減少している登録チーム（昨年 134

チーム）の増加を目指し、様々な角度から、

各種部会と共に取り組んで行きたいと考え

ております。

 本年もよろしくお願い致します。

　新年、明けましておめでとうございます。

　旧年中は、協会役員の方々をはじめ、さ

まざまなかたにお世話になり無事に学生活

動の大半が終了し大変ありがとうございま

した。

　さて、2011 年の学生部会活動につきま

しては、九州大学ﾘｰｸﾞ 2 部に熊本学園大・

熊本大学の 2 チームが参戦しておりまず

まずの成果を残しておりますが、残念なが

ら部会長就任当初から目標にしておりまし

た、後もう 1 チームの 2 部昇格ができま

せんでした。

　各県大学リーグ決勝大会を熊本で行い、

大会に 2 チーム参加（1 チームは開催県枠）

しましたが、準決勝で敗退し 2 部チーム

との入れ替え戦出場ができませんでした。

　また、国体においても初戦敗退し、代表

権獲得はできませんでしたが、九州代表と

して参加しました鹿児島県（鹿屋体育大）

が国体で優勝また、全国高専大会において

も、鹿児島高専が全国優勝したことは九州

のレベルの高さを示しているものと思いま

す。

　県学生部会としても 2012 年度大会で全

国に通用するようなチームの育成に貢献で

きるように、大会の見直しや、さらに前進

するような大会を創設するなどさらに取り

組んで行きたいと思いますので、更なるご

支援、ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。

　新シーズンを迎えるにあたって、わたし

たち二種委員会は選手の育成基盤をより強

固にしていくことを目標に掲げます。わた

したちが預かっている U- １８というカテ

ゴリーの３年間は選手達が社会に巣立って

いく「準備期間」とも言えます。それは高

校卒業後、自分自身で決めた進路に向かっ

て歩み始めるからです。サッカーを通して

の人間力の向上、数年後の社会の荒波の中

でも「サッカーをやっていました」と胸を

張って言える人材育成に取り組んでいきま

す。

　また、KFA の重点目標である「スキルアッ

プで九州 NO.1」を実現するために、リー

グ戦の更なる充実を図ると共に年間を通し

た質の高いチーム育成方法をわたしたち指

導者自身が学んでいきます。種別の垣根を

越えたご指導ご鞭撻のほどお願いいたしま

す。

【１種社会人部会長】水口  浩介 【1 種学生部会長】野田  秋夫

【２種委員長】　　佐藤  良広
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　新年明けましておめでとうございま

す。 

　昨年の日本女子サッカー界を振り返りま

すと、皆様もご存知のとおり「FIFA　女

子ワールドカップ 2011」で “ 優勝 ” とい

う日本サッカー歴史に残る快挙がありまし

た。また、本年 2012 年 7 月に開催され

ます「ロンドンオリンピック」の出場権を

獲得いたしました。まさに、日本女子サッ

カー界にとりまして、日本のみならず世界

へ大きく羽ばたいた一年であり、女子サッ

カーの認知度が大きく向上した年でありま

した。

　一方、熊本県の女子サッカー界を振り返

りますと、山口国体出場権を獲得すること

が出来なかったことや益城ルネサンス熊本

FC の日本女子サッカーリーグ ( チャレン

ジリーグ ) への昇格を逃すなど、全体的に

はやや停滞した一年であったように思いま

す。今年は、熊本県女子サッカーをこれま

で以上に盛り上げて参りますが、その取り

組みとしましては、まず本国体出場権の獲

得を始めとする各世代での競技力向上を更

にレベルアップさせて参ります。次に、そ

れを実現するために不可欠な女子指導者育

成と、女子審判員の育成を確実に実行して

参りたいと考えます。今年も昨年同様に、

各方面にわたる女子サッカー関係者皆様の

ご多幸とご健康をお祈り申し上げ、新年の

ご挨拶といたします。

　謹んで新年のご挨拶申し上げます。

　昨年は、サッカー協会・シニア委員会に

対しまして、ご支援、ご理解をいただきま

したこと、誠にありがとうございました。

シニア連盟も昨年 20 周年を無事終え、新

たに飛躍することになるかと思います。

　昨年は、ねんりんピックという全国大会

を熊本で行い、全国の O-60 のサッカー仲

間から、お褒めの言葉を頂きました。これ

も熊本県サッカー協会会長、他役員、スタッ

フのおかげで立派な大会が無事終えた事を

御礼申し上げたいと思います。

　又、本年は西日本 OB サッカー連盟全域

大会が熊本で 4 月に開催される事にもなっ

ています。

　熊本県シニア委員会の本年の目標は九州

大会で優勝し全国大会で上位、3 位以内を

目標に各部門で頑張っていただきたいと思

います。本年も昨年同様に、シニア委員会

の関係者皆様のご多幸とご健康をお祈り申

し上げ、年頭のご挨拶といたします。

　

　新春のお慶びを申し上げます。本年もど

うぞよろしくお願いいたします。

　平成 23 年はフットサル委員会の悲願で

ありました全国選抜フットサル選手権大会

に出場することができました。これもひと

えに長年に渡りいただきました皆様方のご

支援とご協力の賜物だと存じます。本当に

ありがとうございました。

　平成 24 年は全国選抜フットサル選手権

だけでなく、ひとつでも多くのカテゴリー

で全国大会の切符を手にする事を目標に頑

張っていく所存であります。しかし、熊本

県のフットサルレベル向上には更なる普及

活動が不可欠となります。サッカー経験者

だけでなく、ボールを蹴った事の無い方も

含め、身近なスポーツまたは生涯スポーツ

として認識していただけるような活動を推

進していく予定です。数多くのイベントで

皆様とフットサルをエンジョイ出来る事を

楽しみにしております。今年もフットサル

委員会の活動にご理解とご支援をよろしく

お願いいたします。 

　あけましておめでとうございます。三種では、昨年も

総合選手権などの各種大会やリーグ戦（一部・二部・三

部）等、皆様のご協力のおかげで無事実施することがで

きました。この場をかりまして深く感謝申し上げます。

　さて、ここ数年、ジュニアユースの年代の大きな改革

が求められています。リーグ戦・トレセン・中学三年生

への取り組み等、毎年のように新たなる取り組みが求め

られています。その一つ一つが意義あるものとして、ま

た前年の取り組みよりも少しでも進歩するようにするた

めには、①実践すること（とにかくできるだけでもやっ

てみること）②評価すること（できたこととできなかっ

たことを仕分けすること）③続けること（やめないこと、

とぎれないこと）だと思います。

　それぞれの指導者が、ベクトルを共有し、みんなで子

どもたちの未来に関わっていこうという想いで、今年も

頑張っていきたいと思います。感謝

　新年明けましておめでとうございます。

　４種（小学生）年代では、全日本少年サッカー大会が、

２０１１年度より８人制となり大きな変革期となってい

ます。また、これまで夏休みに開催されていた全国大会

が、数年後には冬休みへ移行することとなり、年間スケ

ジュールの抜本的な見直しも必要となります。日本協会

技術部主導による「日本代表を世界のトップ１０に」と

の目標にむけての育成年代の改革ですが、日本協会から

のトップダウン的な改革で問題点も多く、子どもたちを

預かる現場の指導者からは困惑の声も多く寄せられてい

るのが現状です。日本協会には是非、末端の現場を預か

る指導者の声をくみ取る姿勢を持って改革を進めてもら

いたいと思います。サッカーを日本でヨーロッパ各国の

ような ” 文化 ” にまで高めるには、それなりの時間がか

かるものではないでしょうか。たとえ短期間で目標を達

成したとしても、一時的なものに終わっては意味があり

ません。「Ｊリーグ１００年構想」のような地道な取り

組みの積み上げこそが大切だと思います。今年もよろし

くお願いします。

【フットサル委員長 】
　　　　　　　　岩本  芳久

【シニア委員長】山本  武道

【女子委員会】 梅本  敏憲

【３種委員長】　池田  政秀 【４種委員長】　御厨  真



KFA NEWS6 Kumamoto Football Association 社団法人 熊本県サッカー協会 KFA NEWS

Category

5
女子

県 U-15 チャンピオンズリーグ  後期

ソレッソ熊本 優勝Category

３
中学 ･ クラブ

なでしこサッカーフェスティバル
97 チームが熱戦

　なでしこサッカーフェスティバル　（JFA レ

ディース / ガールズサッカーフェスティバル

2011 熊本）」が、11 月 23 日（祝・水）に熊本

県民総合運動公園スポーツ広場で開催された。

U-6、U-9、U-12、U-15、U-18、一般 A、一般 B、

一般 C の種別に分かれ、県内より 97 チームが出

場した。

＜優勝＞

U-6 の部：ときわ KUNUGI 

U-9 の部：河江 FC ガールズ

U-12 の部：FCK マリーゴールド ガールズ

U-15 の部：熊本 USC-U15

U-18 の部：益城ルネサンス熊本 FC

一般 A の部：石永さんちのこけっち FC

一般 B の部：矢部 FC フィーバーズ U-40

一般 C の部：プリンセス・マリーゴールド
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Category

４
小学 ･ クラブ

熊日学童五輪 男子

バレイア U―12 初制覇

熊日学童五輪 女子

マリーゴールド 初Ｖ
　 第 ３ ７ 回 熊 日 学 童 五 輪

サッカー（県協会・熊日主催、

県教委・県小体連・県ＰＴ

Ａ連合会後援、南九州コカ・

コーラボトリング協賛）第

２日は３日、大津町運動公

園多目的広場で女子４強に

よる決勝トーナメントを行

い、ＦＣＫマリーゴールド

レディースが初優勝した。

　マリーゴールドは準決勝

で３連覇を狙うメルサ熊本

ボニータをＰＫ戦の末に撃

破。熊本ユナイテッドエーマとの決勝では前半

１１分にＦＷ大谷望月のゴールで先制。後半はＦ

Ｗ田上明日香が８分と１２分に連続ゴールを決め

３－０で快勝した。（熊本日日新聞より転載）

▽決勝トーナメント準決勝

　熊本ユナイテッド３－１ルネサンス熊本、

　マリーゴールド１（ＰＫ３－２）１メルサ熊本

▽３位決定戦

　メルサ熊本５－２ルネサンス熊本

▽決勝

　 マリーゴールド　３－０　熊本ユナイテッド

　第３７回熊日学童五輪

サッカー（県サッカー協会・

熊日主催、県教委・県小体

連・県ＰＴＡ連合会後援、

南九州コカ・コーラボトリ

ング協賛）最終日は１１月

６日、県民総合運動公園補

助競技場で男子チャンピオ

ンシップ部門の準決勝と決

勝を行い、決勝でバレイア

Ｕ－１２が２－０でブレイ

ズ熊本Ｊを下し、初優勝を

果たした。

　バレイアはエンフレンテＵ－１２との準決勝を

４－１で突破。決勝は前半８分、ドリブルで抜け

出したＦＷ島巧実がＧＫとの一対一を制して先制

すると、１０分には再び島の個人技で２点目を

奪った。後半は攻め込まれたがゴールを割らせず、

逃げ切った。（熊本日日新聞より転載）

▽準決勝

バレイアＵ－１２　４－１　エンフレンテＵ－

１２

ブレイズ熊本Ｊ　１（ＰＫ４－２）１　ＺＥＲＯ

帯西

▽決勝

バレイアＵ－１２　２－０　ブレイズ熊本Ｊ
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Senior
シニア 　「ねんりんピック 2011 熊本

　サッカー交流大会」が 10 月

16、17 日、県民総合運動公園

と大津町運動公園の 2 会場で開

催された。

　全国から 56 チームが参加。

「火の国に　燃えろ！　ねんり

ん　夢・未来」をキャッチフレー

ズに、15 日の総合開会式のあ

と、2 日間にわたり、４チーム

ずつ 14 ブロックに分かれ、各

ブロックでの勝敗を競った。

　熊本からは、ランザ熊本、KOK（熊本オールド

キッカーズ）、熊本県選抜の 3 チームが出場。勝

負もさる事ながら、各県との交流を深める大会と

なった。

　県関係の結果は別表の通り。

ねんりんピック 2011 熊本
全国から 56 チーム  交流深める

O-40 九州シニア
ランザ熊本 惜しくも準Ｖ

　 「2011 九州シニア（O-40）サッカー大会」が

11 月 12 日・13 日の 2 日間、沖縄県うるま市で

開催された。

 　九州各県から 2 チームずつ、計 16 チームが

参加。4 グループに分かれ予選リーグが行われ、

熊本県からは前年度熊本県シニアリーグ優勝のラ

ンザ熊本と同 2 位の熊本ベアーズが出場した。

　 B グループの熊本ベアーズは、予選リーグで

惜しくも 2 位（同率）となり敗退したが、D グルー

プのランザ熊本は、予選リーグを全勝し 1 位で

突破。決勝トーナメント 1 回戦（準決勝）で福

岡四十雀を 1-0 で退け、決勝へ進んだ。

 　決勝は、中津 OB が相手となったが 0-4 で完敗。

悲願の優勝を逃した。

　来年は熊本での開催が決定しており、地元優勝

が期待される。

優勝：中津 OB（大分）

準優勝：ランザ熊本（熊本）

第 3 位：三宅シニア（福岡）、福岡四十雀（福岡）



KFA NEWS KFA NEWSKumamoto Football Association 社団法人 熊本県サッカー協会 9

Futsal
フットサル 　「PUMA CUP 2012 第 17 回

全日本フットサル選手権熊本

県大会」の決勝トーナメント

が 11 月 13 日、ウィングまつ

ばせで開催され FUKUEI JAPAN

が優勝した。

　決勝トーナメントは 10 月 9

日から 29 日までの予選を勝ち

抜いた 2 チームとシード 2 チー

ムの 4 チームで行われた。

　熊本県のチャンピオンを決め

る決勝は九州リーグでも好調をキープしている

FUKUEI　JAPAN と県リーグ首位の EGOISTA と

の対戦になり、両チームは激しい戦いを披露。会

場には大きな声援が響いていた。

　 優 勝 し た FUKUEI　JAPAN は 2011 年 12 月

10 日から大分県で開催された九州大会に熊本県

代表として出場し、準優勝だった。

優勝：FUKUEI　JAPAN

準優勝：EGOISTA

第 3 位：ケルケル、FS.SolBianca

全国フットサル選手権県大会

FUKUEI  JAPAN 優勝

バーモントカップ県大会 ヴィットーリア全国へ
　「バーモントカップ第 21 回全

日本少年フットサル選手権熊本

県大会 」決勝トーナメントが

11 月 23 日、ウィングまつば

せであり、ソレッソ熊本ヴィッ

トーリアが優勝を果たした。

　10 月 10 日の予選リーグを

勝ち抜いた 8 チームが出場。各

チームとも年々レベルアップし

ており、僅差のゲームが多く見

ている観客を沸かせていた。

　優勝したソレッソ熊本ヴィッ

トーリアは、2012 年 1 月 4 日

（水）から東京駒沢体育館で開

催される全国大会に熊本県代表

として出場する。

優勝：ソレッソ熊本ヴィットー

リア

準優勝 : ソレッソ熊本フォル

ツァ

第3位:熊本YMCAFCU-12second

、アスフィーダ熊本
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Referee
審判

Kids
キッズプロジェクト

　平成 23 年度の 1 級審判員審査において、熊本

県から１名が合格を果たした。

　今回女子 1 級審判員に合格した芥川奈緒美さ

ん（28 歳・宇土市出身）は、20 歳から審判活動

を始め、平成 20 年に 2 級審判員を取得、今回、

女子 1 級としての合格となった。平成 24 年から

全国を舞台に活動をしていくこととなる。これに

より、熊本県内の 1 級審判員は男子が 3 名、女

子が 3 名の計 6 名となった。

　また、今回の 1 級審査において、熊本高校出

身で現在筑波大大学院在学中の小泉朝香さん（関

東協会所属）も合わせて合格を果たしている。

芥川さんのコメント

　あっという間の一年でした。

皆さまのご指導＆応援のおかげで、無事試験に合

格し、来年より一級として活動することになりま

した。ありがとうございました。まだ未熟な部分

もたくさんありますが、「さすが一級だ」と言わ

れるように、これからまた頑張っていきます。よ

ろしくお願いします。

女子 1 級審判員に合格

　サッカー 2 級審判員強化研修会を 11 月 27 日

に大津町運動公園球技場で開催。14 名の 2 級審

判員が集まって審判技術の研修を行いました。今

回は研修テーマを『監視すべきこと、行なうべき

こと』と設定して、午前は映像を用いて判定基準

の確認や様々な研修会の報告、フリーキック時の

審判員として『行なうべきこと、監視すべきこと』

についてディスカッションしました。

　午後は研修試合として 4 名の 2 級審判員が県

リーグ 1 部の試合の審判を担当し、その試合の

審判実技を分析して、各自の審判技術の向上と情

報交換を行ないました。

　参加者は意欲的に研修に参加し、大変有意義な

研修会となりました。審判委員会として今後も県

内審判員のさらなるレベルアップの手助けをして

いきたいと考えています。

２級審判員強化研修会を実施

キッズエリート　各年代でトレーニング
　下期の「キッズエリート定期トレーニング」の

U-10（4 年生）の部を 10 月 29 日、宇城市観音

山総合運動公園で実施した。

　23 名が参加し、クーバー・コーチングの指導

の下、「関わりながらゴールへ向かう」をテーマ

にトレーニングに励んだ。

　先の韓国遠征で得た自信やコミュニケーション

などが随所に見られ、充実したトレーニングと

なった。

　翌 30 日には、今回からスタートの U-9（3 年生）

の部の「定期トレーニング」を巻フットサルセン

ターカベッサ熊本にて行い、25 名が参加した。

　こちらは、カベッサ熊本の指導の下、「1 対 1

の突破」をテーマに、相手を見る・相手との間合

いを意識しながらトレーニングを行った。

　初めてのメンバーでのトレーニングであった

が、お互いの名前を覚え合い、次回のトレーニン

グが待ち遠しいようであった。

　また、両日とも下期のスタートに当たり、北岡

専務理事から「リスペクト（大切に思うこと）」

など、保護者として子ども達の成長に向き合って

欲しいことの説明を行い、U-10：19 名、U-9：

25 名の保護者が参加。熱心に聞き入っていた。

◇　　　　　◇

　「キッズエリート定期トレーニング」の第 2 回

を 11 月 19 日、県民総合運動公園サッカー場で

実施した。

　前日から降り続く雨と強風が心配されたが、午

後から開始したトレーニング時にはほとんど雨も

あがり、U-9:15 名、U-10：8 名が参加した。

　U-9 は、カベッサ熊本コーチの指導の下「1 対

1 のなかボールキープでボールを守る」をテーマ

に。U-10 は、クーバー・コーチングの指導の下

「ファーストタッチでゴールに向かおう」をテー

マにそれぞれトレーニングに励んだ。
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事務局

　「郡市協会 HP 講習会」が 11 月 20 日、

スポーツの森大津会議室で開催された。

　今回の講習会は、昨年の 12 月に開設

された郡市協会 HP のさらなる有効利用

を図っていこうと開いた。

　講師の熊日スタッフが、スポーツ写真

の撮り方・記事の書き方などについて座

学指導。続いて、実際に県リーグのゲー

ム撮影も行うなど、実務的な講習を受け

た。

　郡市協会 HP は、各地域協会の皆様が自由に書

き込みができ発信ができるという点で、他の協会

には例を見ないものである。

　今後ともこのページの有効活用を図り、熊本

サッカーの元気を全国に発信できればと考えてい

る。

ＨＰ更新 ･ 撮影講習会を実施
郡市協会

　熊本県サッカー協会事業で活用するため、toto

助成金を受けてマイクロバスを購入しました。

　車種：日産シビリアン SX　29 人乗り

※利用方法につきましては後日、広報いたします。

｢平成 23 年度表彰式並びに祝賀会｣ を開催
　「平成 23 年度 ( 社 ) 熊本県サッカー協会表彰式

並びに祝賀会」が 11 月 23 日、熊本交通センター

ホテルで 250 名以上が参加し盛大に開催されま

した。今年度は個人 20 人、団体３チームが表彰

を受けられました。

　被表彰者は次の通り。（敬称略）

【文部科学大臣表彰】遠山和美

【熊本県教育委員会表彰】緒方圭治、ひごたいク

ラブ

【熊本県体育協会表彰】伊牟田吉孝、鶴城キッカー

ズ、玉名ジュニアサッカークラブ

【日本サッカー協会表彰】藤野健一

【日本体育協会表彰】河田信之、尾方信也、北岡

長生

【県サッカー協会表彰】亀山和年、槌田正之、松

島健次、長坂雅雄

【緒方健司賞表彰】徳永伸介

【日本代表選手】上原朋也、植田直通、染矢海優、

横山航河、藤本貴士、車屋紳太郎、西本卓申、茨

木美都葉

　今年は県内から初めて日本代表に女子が 2 名

選ばれ、将来のなでしこ候補として期待します。

マイクロバスを導入

　本年度より総務委員になり県協会の重点目標と

いう事を知る事になりましたが、この中でも私に

出来る事はエコ活動だと思い、先日の大会では大

会名タイトル看板の横にエコフラッグを掲げ、選

手宣誓でもエコについて宣誓してもらいました。

　エコ活動を知らない人に、どのようにして伝え

るかを考えたところ大会運営者にお願いして各大

会に掲げていくことです。

　しかし、会場によってはフラッグを掲げる場所

の確保が難しい場合もあるのでコートの周りにミ

ニフラッグを刺してアピールしていきたいと思っ

ています。

　まずは、女子チーム関係者の一人でも多くの方

に知っていただけるよう活動していきます。

（総務委員　岩﨑珠美）

女子委員会のエコ活動への取り組みについて
総務
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＊県下高校サッカー大会
　1 月 14 日（土）～ 2 月 5 日（日）
　県民総合運動公園、大津町運動公園　他

＊第 18 回さわやか女子ジュニアサッカー大会
　2 月 18 日（土）・19 日（日）
　七城運動公園サッカー場・多目的広場

＊第 40 回熊本県教員蹴友会会長旗争奪　熊本県新人サッカー大会
　1 月 29 日（日）～ 2 月 6 日（月）
　小川町・竜北町

＊第 43 回熊本県少年サッカー選手権大会（大谷杯）
　第 43 回九州少年サッカー大会熊本県代表決定戦
　2 月 4 日（土）～ 12 日（日）
　県内 4 会場、県民総合運動公園スポーツ広場、KKWING

＊第 30 回熊本県女子サッカー総合選手権大会
　2 月 11 日（土）・12 日（日）・3 月 20 日（火・祝）
　七城運動公園サッカー場・多目的広場

＊第 1 回ゼビオカップ熊本県 U-10 サッカー大会（9 人制・仮称）
　兼 九州ジュニア U-10 サッカーフェスティバル予選
　2 月 18 日（土）～ 26 日（日）
　県内 8 会場、宇城市小川町観音山グラウンド

＊第 37 回協会長旗争奪熊本県総合サッカー選手権大会
　日程場所：未定

＊平成 23 年度熊本県チャンピオンシップサッカー大会
　日程場所：未定

＊第 15 回地域選抜少年サッカー大会 U-11
　3 月 3 日（土）・4 日（日）
　場所：県営八代運動公園

＊第 22 回地域選抜少年サッカー大会 U-12
　3 月 10 日（土）・11 日（日）
　場所：宇城市小川町観音山グラウンド

＊九州 U-10 フェスティバル
　3 月 17 日（土）・18 日（日）
　パークドーム熊本

＊ JFA ファミリーフットサルフェスティバル 2011 with KIRIN
　1 月 15 日（日）　フジスポーツ
　1 月 29 日（日）　フットサルパーク熊本
　2 月 19 日（日）　スキルアップフットサルパーク

◎
写
真
説
明

News & Information

　Ｊ２最終節は１２月３日、各地で１０試合を行い、ロアッソ熊本

は佐賀県のベストアメニティスタジアムで鳥栖と対戦し、２－２で

引き分けた。

　通算成績は１３勝１２分け１３敗の勝ち点５１で、順位は昨季の

７位から後退して１１位に終わった。

　ロアッソ熊本は高木監督体制２年目の今年、J １昇格を目指して

スタート。序盤は上位につける健闘を見せたが、夏場以降に勝ち点

を増やすことができず、悲願達成はならなかった。

ロアッソ 
Ｊ４年目は 11 位

2012 年 1 月 1 日発行
社団法人 熊本県サッカー協会だより 第 79 号

発行者　社団法人 熊本県サッカー協会
広報委員会　委員長・今田周作

制　作　( 株 ) 熊本日日新聞社
印　刷　( 株 ) 城野印刷所
事務局　〒 860-0831　熊本市八王寺町 9-60
　　　　電話　096-334-5565

平日午前 9 時～午後 6 時

http://kumamoto-fa.com/

【理事】　堀行徳（総務委員長）、山城大（審判委員）、小野龍男（技術委員長）、藤家澄夫（規律・フェアプレー委員長）、満
田和浩（事業委員長）、高野定（医学委員長）、岩本芳久（フットサル委員長）、宮本和史（郡市協会）、武田昭二（キッズプ
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平成 23・24 年度役員一覧

※日程・会場等は変更になる場合があります。

ホーム最終戦後、サポーターにあいさつするロアッソイレブン
＝ＫＫＷＩＮＧ


